
平成30年度 認知症地域支援推進員
活動報告書

（箕面市）



Ⅰ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

○認知症高齢者等への声かけ訓練（徘徊模擬訓練）の開催
・地域の市民を対象に訓練を開催（３回、８９名参加）

○認知症サポーター養成とフォローアップ
・市民や市職員を対象としたサポーター養成講座の開催
・フォローアップ研修の開催

○認知症キャラバン・メイト（認知症サポーター養成講座の講師）のフォローアップ
・フォローアップ研修の開催

○ボランティアの養成
・「認知症予防活動支援講座」にてボランティア養成

○認知症予防活動の支援
・市内３グループの「認知症予防自主グループ」への活動支援
・通いの場での認知症予防活動の支援
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Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の連携

○個別訪問での対応
・認知機能、身体機能の評価を行い、必要な介護サービスへつなぐ
・認知症予防の助言
・早期の受診勧奨

○認知症ケアパス（認知症安心ガイド）の普及による医療機関への受診勧奨
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Ⅲ 若年性認知症の人やその家族への支援

若年性認知症のかたへの具体的支援は現在検討中です。
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Ⅳ 認知症の人の介護者への支援

○家族の介護をしている男性が集まる「男性介護者のつどい」、
「箕面認知症家族会 びわの会」への支援
・介護相談
・介護者の認知度チェック（ファイブコグ）を実施し、介護者自身の健康
チェック
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Ⅴ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり

○認知症高齢者等への声かけ訓練（徘徊模擬訓練）の開催

○認知症高齢者等の見守りシステムの普及
・近距離無線通信Bleutoothを活用した
見守りサービス「otta」の高齢者への普及の推進

○認知症予防活動の支援
・市内５グループの「認知症予防自主グループ」への活動支援
・通いの場での認知症予防活動の支援

○SOSネット（市や警察、公共交通機関等が連携し行方不明者の捜索活動を行うシステム）、
市民安全メール（行方不明者等の情報をメール配信するシステム）の周知・勧奨

○タブレットでの認知症セルフチェック
・タブレット１８台を購入し、地域包括ケア室、地域包括支援センター、
社会福祉協議会、高齢者の通いの場などに設置
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Ⅵ 会議や研修等の実施及び参画

○認知症施策推進会議
・認知症支援に関わる医療・介護関係者等に参加いただき、個別事案をふまえ
た情報共有・課題検討を行い、効果的な認知症支援が行われる体制づくりを
進める

○多職種連携研修会
・多職種連携が促進されるテーマでの講演会の開催
・多職種が連携し、在宅医療を推進する上での課題抽出・解決策検討を行うこ
とを目的をしたグループワーク等を実施
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